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市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

16
日（
月
）▽
市
議
会
３
月
定
例
会
一
般
質
問〔
一
般
質
問
１
日
目
〕（
議
事
堂
）

17
日（
火
）▽
市
議
会
３
月
定
例
会
一
般
質
問〔
一
般
質
問
２
日
目
〕（
議
事
堂
）

18
日（
水
）▽
秋
田
県
森
と
水
の
協
会
第
３
回
理
事
会（
秋
田
市
）

19
日（
木
）▽
J
I
C
A
海
外
協
力
隊
の
帰
国
に
伴
う
表
敬
訪
問（
本
庁
舎
）

　
　
　
　
▽
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
3
6
5
日
達
成
表
彰
状
伝
達
式（
本
庁
舎
）

20
日（
金
）▽
秋
田
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
業
務
経
理
事
業
部
会（
秋
田
市
）

　
　
　
　
▽
秋
田
県
板
金
組
合
北
秋
田
支
部
定
期
総
会・懇
親
会（
珈
湖
璐
）

24
日（
火
）▽
北
秋
田
市
剣
道
協
会
小
笠
原
氏
剣
道
八
段
合
格
の
報
告（
本
庁
舎
）

25
日（
水
）▽
秋
田
県
自
衛
隊
入
隊・入
校
予
定
者
激
励
会（
秋
田
市
）

26
日（
木
）▽
市
議
会
３
月
定
例
会
本
会
議〔
最
終
日
〕（
議
事
堂
）

27
日（
金
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）

　
　
　
　
▽
定
例
部
長
会
議（
本
庁
舎
）

　
　
　
　
▽
い
の
ち
支
え
る
自
殺
対
策
計
画
策
定
庁
内
会
議（
本
庁
舎
）

28
日（
土
）▽
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式（
文
化
会
館
）

１
日（
日
）▽
秋
田
北
鷹
高
校
卒
業
証
書
授
与
式（
同
校
）

２
日（
月
）▽
森
吉
山
ダ
ム
水
源
地
域
活
性
協
議
会（
第
二
庁
舎
）

４
日（
水
）▽
北
秋
田
市
障
が
い
者（
児
）計
画
策
定
委
員
会（
本
庁
舎
）

５
日（
木
）▽
ヤ
マ
ハ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ク
ラ
フ
ト
秋
田
新
１
号
棟
建
設
工
事
地
鎮
祭
な
ら
び
に　

　
安
全
祈
願
祭（
同
工
場
敷
地
内
）

　
　
　
　
▽
市
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム「
に
こ
っ
と
」表
彰
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）

６
日（
金
）▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
取
締
役
会（
同
ビ
ル
）

８
日（
日
）▽
鷹
巣
中
学
校
卒
業
式（
同
校
）

11
日（
水
）▽
北
秋
田
障
が
い
児・者
総
合
支
援
協
議
会（
本
庁
舎
）

12
日（
木
）▽
鷹
巣
技
術
専
門
校
修
了
式（
同
校
講
堂
）

　
　
　
　
▽
北
秋
田
市
空
家
等
対
策
協
議
会（
第
二
庁
舎
）

　
　
　
　
▽
防
災
士
資
格
取
得
報
告（
本
庁
舎
）

13
日（
金
）▽
鷹
巣
小
学
校
卒
業
式（
同
校
体
育
館
）

　
　
　
　
▽
臨
時
部
長
会
議（
本
庁
舎
）

15
日（
日
）▽
市
長
と
語
ろ
う
！
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ（
コ
ム
コ
ム
）

◇ 

２
月
16
日 
〜 

３
月
15
日

災防災かわら版
第38回 地域の安全を担う防災リーダー「防災士」の紹介

～ 助けられる人から、助ける人へ ～

　　総務課危機管理係 ☎62‐6602問

仕事始め

１．防災士ってどんな人？

　防災士は、日本防災士機構が認証する「民間資格」で、災害から命と地域を守るための知識・技能を身につけた防災
のスペシャリストです。
　地域の防災力向上を担う人材として、自治体・企業・学校など幅広い場で活躍が期待されています。
　当市においても、19名の防災士の方が活躍しています。

２．こんな活動をしています！ ～防災士の４つの役割～

　（１）
　（２）
　（３）
　（４）

３．今年度も「防災士」を養成します！

　市では、安全・安心なまちづくりをさらに進めるため、令和５年度より県の「防災士養成事業」を活用し、地域の防
災力向上を図っています。これまでに計６名の方が難関を突破し、防災士として活動を開始しています。
　～防災士の活動には、次のような方が適しています～
　　●「自分の地域を災害から守りたい」という熱意のある方
　　●自治会や自主防災組織で中心となって活動したい方
　　●仕事や家庭の知識を防災に活かしたい方（女性や若手も大歓迎です！）
　～市のサポート～
　　●養成講習の受講や試験に関する支援制度があります。詳細については、市（危機管理係）までお問い合わせください。

４．防災士からのメッセージ

秋田県防災士会 県北支部長　防災士：成田 義人 さん（舟見町地区）　
　　自然災害の発生を、私たちの力で止めることはできません。
　　しかし、大切な命を守ることはできると思います。
　　その鍵を握るのは、一人ひとりが日頃から積み重ねる「備え」です。
　　そのため私たち防災士の役割は重要ですが、市民の皆さまと協働することで生まれる
　効果が最も大きいと感じています。
　　私たちと一緒に防災・減災に取り組みましょう！

防災訓練指導の様子 水防訓練参加の様子 出前講座での講話の様子

友好交流
都市連携
事業

く
に
た
ち
だ
よ
り
vol.23

国
立
市
の
さ
ま

ざ
ま
な
魅
力
を

定
期
的
に
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
国
立
市
で
は
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
大
学
通
り
に
て
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ 

く
に
た
ち
」

と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ
体
験

コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
舞
台
ス
テ
ー
ジ
、
物
販
や
飲
食
な
ど
の
出
店
ゾ
ー
ン
も
あ
り
、
体

を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な
方
は
も
ち
ろ
ん
、
運
動
が
苦
手
な
方
や
障
が
い
を
お
持
ち
の
方

に
も
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」
は
、
歴
史
あ
る
一
橋
大
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
、
桜
や
イ
チ
ョ
ウ
並
木
な
ど
の
自
然
を
横
目
に
大
学
通
り
の
真
ん
中
を
走
れ
る
貴
重

な
体
験
と
な
り
ま
す
。
参
加
に
は
、
事
前
エ
ン
ト
リ
ー
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ 

く
に
た
ち 

２
０
２
６
」
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
く
に
た
ち
は
、
市
内
の
体
育
協
会
や
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
、
学
校
等
を
は

じ
め
、
市
外
の
団
体
や
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
も
連
携
し
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

開
催
方
式
に
よ
り
、
連
帯
感
や
達
成
感
を
共
有
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
市
民
同
士
の
つ

な
が
り
を
育
む
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
10
回
目
の
開
催
と
な
る
令
和
８
年
の
L
I
N
K 

く
に
た
ち
は
、５
月
10
日（
日
）に
開
催

予
定
で
す
。リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
以
外
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
や
舞
台
ス
テ
ー
ジ
、出
店
コ
ー

ナ
ー
は
申
込
み
な
く
参
加
で
き
ま
す
。新
緑
の
美
し
い
大
学
通
り
で
、北
秋
田
の
皆
さ
ま

の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
「 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ 

く
に
た
ち 

２
０
２
６ 

」

LINKくにたち
　 2026は　　⇒
  こちらから

リレーマラソンスタート

マラソンに参加する子どもたち

～ 出前講座などで、市民の皆さんに避難方法や備えをアドバイス
～ 水防訓練や地域防災訓練に参加し、土のう積みや救助の指導・実演
～ 災害時には、避難場所の開設や運営を率先して手伝い、避難者をサポート
～ 行政と住民のパイプ役となり、地域ごとの危険個所を把握・共有

教 え る
訓練する
導 く
つ な ぐ


